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平成２２年２月

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等
海難発生隻数

　2月21日午前9時15分頃、響灘白島男島の北西約0．8海里の海上で、操業を終え帰
港中の漁船Ａ丸の船首部と、錨泊遊漁中のﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄＢの左舷船尾部とが衝突しま
した。Ａ丸は見張り不十分、Ｂは漁船の動向を見てはいたものの相手が避けてくれるも
のと思い何もしなかったことが原因です。
　同日午後2時42分頃、萩相島の東方約3.3海里の海上で、遊漁を終え自動操舵で帰
港中の遊漁船Ａ丸（船員1名、釣客2名乗船）の船首部と、錨泊し遊漁中のﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ
Ｂ（3名乗船）の左舷船体中央部とが衝突しました。双方の見張り不十分が原因で、衝突
直前にお互いの接近に気付いたが何もできないまま衝突したものです。
　両衝突事故とも幸いにも船体損傷は軽く、怪我も打撲程度で済んでいます。

合　計　１４ 隻

　第七管区海上保安本部
マリンレジャー安全推進室

第５６号(平成２２年３月)

TEL　093-321-293１
E-mail:kyuunan7-j7vj2@kaiho.mlit.go.jp
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★海の駅とは？
　昨今のマリンレジャーの多様化、安全で安心なマリンレジャーの振興、地域経済の活性化に対応した新
たな拠点として、既存の港湾やマリーナ、フィッシャリーナ等を活用した「海の駅」が各地に設置・拡大
されています。
　「海の駅」は、来訪者のための一時係留設備（ビジターバース）、トイレ、情報提供のための施設を要
件とし、ホテルやレストラン等の施設を併設したところもあり、地域観光の足がかりとしても利用されて
います。
　さらに、「海の駅」では、レンタルボート等を利用したクルージングのほか、各種マリンイベントの開
催、朝市による海産物等の販売、地元漁船等を活用した漁業体験など、地域の特性を活かした取り組みが
実施されています。（国土交通省海事局ホームページより）
★現在ご利用いただける　九州 「海の駅」
■ふくおか・マリノア海の駅 ■おおむらわん海の駅 ■しんもじ海の駅 ■ながさき海の駅 ■ハウステンボス海の駅 ■
みすみ海の駅 ■ながさき・でじま海の駅■させぼ・くじゅうくしま海の駅 ■さいき・おおにゅうじま海の駅■ごと
う・うくじま海の駅 ■いまり海の駅 ■くにさき・マリンピアむさし海の駅■あまくさ海の駅 ■うと海の駅 ■つしま海
の駅 ■くまもと海の駅 ■せとうち海の駅
　詳細については、九州運輸局ホームページまで：//wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/uminoeki/body.htm
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　　～　事故からの教訓　～

　　マリンレジャー（ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄでの遊漁）を楽しむときは、
※　錨泊（漂泊）中でも周囲の見張りを厳重に行いましょう。
※　漂泊（錨泊）中、自分に向かってくる船がいれば、早めに機関を起動して、いつでも避航
　できるように心がけましょう。（相手は見ていないかもしれない！）
※　救命胴衣は常時、正しく着用しましょう。
※　防水携帯電話や防水パックに入れた携帯電話等による連絡手段を確保しましょう。

九州「海の駅」をご存知ですか？

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数の推移

0

5

10

15

20

25

30

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
月

二
月

平成21年(速報値)

平成22年2月
プレジャーボート等海難

発生地点図



　

海の相談室だより
(七管本部海洋情報部)

　　　「潮干狩り」は満ち潮に注意してください

　このカレンダーは、潮干狩りが可能と思われる時間帯（博多は
潮位50cm以下、苅田は潮位100cm以下）及びその干潮時刻を
示したものです。（海岸付近の地形によってはこれと異なることも
あります。）特に大潮の前後は干満の差が大きく、１時間に数10
cmも潮位が上がることがあるため、夢中になって取り残されたり
しないよう現地での満ち潮や風、風浪など気象の変化に注意して
潮干狩りや磯遊びを楽しんで下さい。
　各地のおおよその干潮時刻は、右図を見て「苅田」の時刻に足
し引きすることにより知ることができます。
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